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１０・１１月事故件数急増！ みんなで注意力を高め KYを！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子ＳＣ事故件数激増です！ グラフをご覧ください。 

５～６月に大きな山があり、このとき全会員宛に注意喚起のチラシを配布しました。 

１０～１１月に更に大きな山が来ました。このままで推移するとＨ３０年度は２４件に達する

ことになりそうです。年度別の件数を見ても激増しています。 

職種別のグラフもご覧ください。新たに派遣も加わりました。 

重大事故は別として、大部分が注意が不足していたのが主な原因です。自分の行動で次に何が

起こるか、現状で次に何が起こるかを考えるのがＫＹ（危険予知）です。全会員がその意識を持

って行動されますようお願いいたします。事故ゼロへ向かってみんなで頑張りましょう。 

9

13

9

7

9

16

24

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2018年予測

件数

傷害事故件数推移

やまゆり 
公益社団法人 八王子市シルバー人材センター安全管理委員会 発行 

 

安全だより 
 

第 20号 

平成３１年３月１日 

16 件÷８カ月×１２＝２４件 

このペース（平均２件／月）で推

移すると今年度は２４件に達す

る可能性があります。 

安全はすべてに優先する。事故の未然防止に向け取組強化 
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最近の事故状況（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種・発生日 事故内容 原因・対策 

施設管理 

4/10 

就業中積んであった椅子に右足内側くるぶしをぶつけ打撲したも
の。打撲から蜂窩織炎⇒敗血症で入院。 

①注意して歩行する。②日頃
の健康自己管理。 

市広報配布 

5/12 

ポストに投函後、戻って隣の家に行こうとしたところポストの支柱
に縛ってあった秋田犬が急に右足付け根に噛みついた。 

①犬がいることを知ってい
ながら注意しなかった 

植木手入れ 

5/24 

刈込ばさみを持って移動中、誤って落としたところ、柄の部分が右
足人差し指に当たり骨折したもの。 

移動時の注意不足 

施設清掃 

5/28 

両開きの引き戸を清掃中に、引き戸が急に閉まり中指・薬指を挟ん
だもの。 

ストッパーをするなど、急に
閉まらないようにするため
の注意不足。 

植木手入れ 

5/29 

センター主催植木剪定講習会で椿・サザンカ剪定中、腕を茶毒蛾に
刺されたもの。 

サザンカが茶毒蛾が多く発
生する木という注意が足り
なかったもの 

植木手入れ 

6/13 

一緒に作業をしていた会員の話では少し離れた場所で声が聞こえた
ので振り返ったところ脚立から落ちていた。その後本人との面会者
には事故前後の記憶が全くないと述べた。 

②日頃の健康自己管理。 

途上 

6/19 

6/19の定時社員総会後、自転車に乗ったまま車道から歩道に上が
ろうとして、後輪が縁石で滑った際にバランスを崩し左側に転倒し
左足ひざを強打したもの 

車道から歩道に上がる位置
の状況確認不足。 

施設管理 

7/24 

カーテンを開けたところ、スズメバチがカーテン下の廊下にいるこ
とに気がつかず踏んでしまい、右足親指を刺されたもの 

状況確認不足 

施設管理 

9/2 

下りの階段を降り、濡れた地面に左足をつけたところ足が滑り転倒
し、その際左足に体重がかかり、左足首を骨折したもの。  

濡れた地面の状況確認不足、
着地時の体勢のバランスを
考えておく。 

施設管理 

10/1 

立木の枝を鋸で切れず、近くにあった棒で叩き落とそうとしたとこ
ろ棒が半分に折れ頬に当たったもの。 

無理な操作／次にどうなる
か考える 

市公報配布 

10/12 

広報配布中、狭い階段で投函後濡れた階段に足を取られバランスを
崩して滑り落ち右側臀部及び脛を打撲 

状況への注意不足／次にど
うなるか考える 

ビル清掃 

10/17 

空き缶に両足で乗り潰していたが、空き缶が動き足を掬われた状態
で顔面から転倒。手をついた右手中指を打撲。 

状況への注意不足／次にど
うなるか考える 

植木手入れ 

11/13 

脚立で植木の剪定中。バリカンで刈り込むため脚立を移動しようと
したができず、左手で枝を引き寄せ右手をのばし刈り込をしたとこ
ろ誤って左手薬指を切ったもの。 

無理な操作／次にどうなる
か考える 

派 遣 ( 仕 分

け・積み込み) 

11/13 

荷物を載せる籠ラックに乗り荷物のバーコードを確認中、降りると
きに足元に段ボールがある事に気づき避けようと飛び降りたところ
体勢を崩し右胸部から落ちたもの。胸部骨折。 

状況への注意不足、無理な操
作／次にどうなるか考える 

 会員の皆様がいつまでも健康で元気に活動できるよう以下のとおり講習会を企画しました。 

講習会では市の保健師、管理栄養士の方に講師をお願いし、生活習慣や日常の様々な場面での健康に関するちょ

っとしたコツをお話しいただきます。 

 就業中の事故防止はもちろん、いつまでも健康で元気に生き生き暮らしていくための参考にしていただきたい

と考えていますので、奮って参加をお願いします。 

   〈開催日時〉平成３１年３月１４日（木）午後２時から午後４時 

   〈開催会場〉八王子商工会議所４階ホール（大横保健福祉センター東側） 

   〈募集人員〉先着５０名 

   〈申込方法〉電話にて事務局担当の山下までお願いします。（☎626－1274） 
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 ＫＹって聞いたことがありますか？ 

ＫＹとは、危険(Kiken)予知(Yochi)の頭文字です。 

災害を防止するには、皆さんが作業を始める前に、「どんな危険が潜んでいるか」を洗い出し、 

「これは危ないなぁ」と危険のポイントについて認識し、対策を決めて行動することが重要です。 

 

下の図は、「清掃作業・家事援助作業」の例です。 

台所・トイレでの破損・ケガなど 図の中に潜んでいる危険な状態や予想される危険を洗い出

して、それぞれ留意すべきポイントを考えてくみてださい。 

次のページに主な危険事象と具体的な対策案の解説があります。 
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（東京都シルバー人材センター連合 東京しごと財団作成の「事故防止対策集(障害・障害)」から） 

 


